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ミツカン水の文化交流フォーラム2006

開催のお知らせ

里川とは

SATOGAWA
いま求められる川の価値とは（仮）

『里川を考える』（仮）

出版のお知らせ
刊行予定　2006年10月

ミツカン水の文化センター企画、鳥越皓之・嘉田由紀子・陣内秀信・沖

大幹　編による『里川を考える』（仮）を出版いたします。

当センターでは、機関誌15号（2003）『里川の構想』を出発点に、「里

川」というコンセプトについて検討を重ねてきました。『里川』を考え

る上で、この本が一里塚となるべく、ただ今、編集中です。

島谷幸宏、吉見俊哉、平田オリザ各氏に登場いただいた当機関誌の連載

「里川対談」の詳細版も掲載する予定です。

2006年10月31日（火）

フォーラム：13:30〜17:15（予定）

交流会：17:30〜19:00（予定）

会場：東京ウィメンズプラザ
東京都渋谷区神宮前 5 -53 - 67

小野芳朗（岡山大学教授）

鬼頭秀一（東京大学大学院教授）

島谷幸宏（九州大学教授）

陣内秀信（法政大学教授）

鳥越皓之（早稲田大学教授）

上記のみなさまの登壇を予定しています。

小野芳朗　
岡山大学教授

（環境工学・環境史）

鬼頭秀一 　
東京大学大学院教授

（環境倫理学、科学技術社会論）

島谷幸宏　
九州大学大学院教授

（河川工学、河川環境）

陣内秀信　
法政大学工学部教授
（建築史、都市史）

鳥越皓之　
早稲田大学教授

（環境社会科学）

里川は、生態系サービスと社会システムが適合した持続する

川と呼ぶことができるものです。いわば「使いながら守る川」

ですが、その仕組みは、人が暮らす場・生業・時代によって

多様な姿となって現れます。本フォーラムでは、「利用しな

がら守る川」＝「里川という視点」について討議し、今求め

られる里川像についてディスカッションを行ないます。

写真は、
昨2005年のフォーラムと

交流会

なおプログラム等予告なく変更する場合がございます。予めご了承ください。
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※ 禁無断転載複写

■水の文化24号予告

特集「都市公園」（仮）

都市の身近な水辺でもある公園は、

時代とともに

いろいろな役割を果たしてきました。

現在、景観や緑地保全の分野で

従来の公園像に代わる

新たな「姿」が模索されています。

人々はどのような場を

「公」園に求めているのでしょうか。

『水の文化』に関する情報をお寄せください
本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水との関わり」
に焦点を当てた活動や調査・研究などを紹介していきます。
ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる地域
に根差した調査や研究などの情報がありましたら、自薦・他
薦を問いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

ホームページのお問い合せ欄をご利用ください

http://www.mizu.gr.jp/

水の文化 バックナンバーをホームページで
本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。
すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用
ください。

水の文化人ネットワーク　夏の登場者
当センターホームページ・水の文化人ネットワークコーナー。
以下の方々を順次アップロードする予定です。
小野芳朗 岡山大学教授

篠原  修 政策研究大学院大学教授

編
集
後
記

◆

人
間
身
の
周
り
に
水
が
乏
し
く
な
る
と
、
ま
さ
し
く

「
命
の
水
」
と
呼
べ
る
の
だ
が
、
自
分
的
に
は
「
命
の
水
」

は
ア
ル
コ
ー
ル
と
結
び
つ
い
て
し
ま
う
。
江
戸
の
水
売
り

は
、
命
を
つ
な
ぐ
水
の
運
び
手
で
あ
り
、
そ
れ
は
他
人
を

思
い
や
る
や
さ
し
さ
＝
心
意
気
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
よ
う
だ
。
現
代
の
水
売
り
に
も
、
安
全
・
安
心
と
か

嗜
好
、
簡
便
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
括
れ
る
「
心
意
気
」

が
宿
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。（
新
）

◆
ア
ト
ピ
ー
持
ち
が
多
い
我
が
家
の
風
呂
に
は
、
水
道
水

を
「
肌
に
や
さ
し
い
水
」
に
す
る
浄
水
器
が
つ
い
て
い
た
。

探
し
て
み
る
と
こ
う
し
た
付
加
価
値
の
つ
い
た
水
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
私
た
ち
が
水
に
対
し
て
求
め
る
こ
と
の
多
さ

に
気
づ
く
。
こ
の
先
水
は
、
ど
こ
ま
で
進
化
（
？
）
す
る

の
か
。
と
て
も
興
味
深
い
。（
百
）

◆
江
戸
の
水
売
り
の
心
意
気
を
想
像
す
る
と
、
果
た
し
て

今
の
自
分
が
己
の
仕
事
に
ど
れ
だ
け
心
意
気
っ
て
も
の
を

も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
素
直
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

心
意
気
あ
ふ
れ
た
売
り
声
の
に
ぎ
や
か
な
江
戸
の
町
は
、

今
と
は
ず
い
ぶ
ん
聞
こ
え
て
く
る
音
が
違
っ
た
だ
ろ
う
。

ふ
と
築
地
や
ア
メ
横
に
行
っ
て
み
た
く
な
っ
た
。（
ゆ
）

◆
食
品
の
仮
想
水
の
議
論
は
有
名
だ
が
、
工
業
製
品
や
商

品
の
流
通
に
ど
れ
く
ら
い
水
が
投
入
さ
れ
て
い
る
か
、
意

外
と
重
要
な
問
題
か
も
し
れ
な
い
。
目
に
見
え
る
水
と
の

関
わ
り
だ
け
で
は
な
く
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
な
水
の
関
わ
り

に
私
た
ち
の
生
活
は
囲
ま
れ
て
い
る
事
に
改
め
て
気
づ
か

さ
れ
た
。（
中
）

◆
田
舎
暮
ら
し
を
始
め
た
。
土
地
探
し
の
再
優
先
項
目
は
、

水
。
幸
い
湧
水
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
上
流
に
ゴ
ル

フ
場
が
な
い
こ
と
が
決
め
手
で
あ
っ
た
。
地
図
を
見
る
と
、

我
が
家
が
い
か
に
ラ
ッ
キ
ー
で
あ
っ
た
か
が
よ
く
わ
か
る
。

き
れ
い
な
水
と
汚
い
水
。
そ
の
分
か
れ
目
は
、
目
に
も
舌

に
も
感
知
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
表
れ
る
。（
賀
）
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